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資料

$FMENUコマンドについて

業務掛 大西正一，北本昇一

$FMENUコマンドは、名前や内容を忘れてしまったファイル及びカタログを検索したり呼び出

したりするときに起きる、操作上のわずらわしさ (CATALOG,LISTコマンドを何度も繰り返す

等）を解消、緩和するために作成されたコマンドです。

このコマンドはディスプレイ端末の画面に、利用者の課題番号もしくは指定されたカタログに属

するすべてのファイルの名前及びカタログの名前を表示し、サプコマンドによってLISTコマンド

やCATALOG,OLD,RELEASEコマンド等を有機的に結合し実行を行うものです。

なお、このコマンドは画面制御機能を使用していますので無手順端末での利用はできません。

1. コマンド形式

$FMENU (カタログ名）

カタログ名がパラメータとして指定されたときには、そのカタログに属するカタログ及びファ

イルが対象となり、またパラメータが省略されたときは全てのカタログ及びファイルを対象とし

た、オールド、 リスト、 リリース、 LP・JPR出力、カタログの各々の処理を行います。

2. コマンド使用法

2.1. コマンドの機能

$FMENUコマンドを入力するとメニュー画面（図 1)が現われ、指定されたカタログ下

（指定のないときは課題番号直下）のファイル名及びカタログ名（以後｀ファイル／カタログ

名＂と記述）が表示されます。そして以下のサプコマンドを入力することによって各々の処理

を行うことができます。

0 (オールド）………指定したファイルをカレントファイルに呼び出します。

L (リスト）…………指定したファイルを画面に表示します。

R (リリース）………指定したファイルをリリース（消去）します。

P(LP出力）………指定したファイルをラインプリンタに出力します。 ($FPRINTコ

マンドと同じ）

J (JPR出力）……...指定したファイルを JPR(日本語ページプリンタ）に出力します。

($FPRIJコマンドと同じ）
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C (カタログ）………指定したカタログに属する、ファイル／カタログを対象とした、メ

ニュー画面を表示

z (属性表示）………指定したファイルの属性を画面に出力します。

2.2 コマンドの終了

次の操作を行うとコマンドは終了します。

• 0サブコマンド、 Pサブコマンド、 Jサブコマンドを入力、実行させた場合。

・コマンド入力直後に表示されたメニュー画面（もしくはそれと同じ画面）で、サブコマンド

を指定せずにキャリッジリターンを入力した場合。

3. メニュー画面

コマンド入力後、対象となるファイル／カタログ名がリストされたメニュー画面（図 1)が表示

されます。このときファイル／カタログ名は、 9文字目以降は切り捨てられ (8文字で表示）、

数字 (1→9)、 (A→ z)、一（ハイフン）、 。（小数点）の順にソートされます。

メニュー画面の中でファイル／カタログ名の前にある口を、サブコマンド入カエリアと呼び、

ここにサブコマンドを指定します。メニュー画面の中でカーソルが移動できるのは、このエリア

だけです。

LIST OF CATALOGカダイバンゴウ ON 02/08/85 AT 13:50:49 ② 
④ ③ 

冒氾~:***********冒薗**HEAD OF 冒〗g~;~雷＂＊＊＊＊＊靡翌芦"—①
!}EMO •DICM *DOCUM EGMKJF 

*FILSYS *FMSET FORMJCL HAL3 
HAND10 *HND2 !CHI JI S DP 
JSQCR JSQLIST KADAIFL *KADO 

'' KHYO KOYOMI KYOOOFL LMAP2 
LMAP LRRL LSTCK M816 

•MACNT *MAXREP *MOJI *MPf<T 
*NDATA NIKKE! *NSORT NWJCL 
NWM NWSETU OBJECT OBJ-LIB 
OHNISHI PFKEYDCS •PUNCH QSCR 
QSL RU!KEI *S *SCRN 日SHONIN sosu TAMA TES6 
TESNI *THANKS nUTL UTLCPY 
VECFIX VECTOR zzz 

******************************* ENO OF CATALOG**************************** 一—-®

0: カレントフアイル ニヨヒ、9"7-. 

P: l.P ヘ シュッリヨ9

大阪大学大型叶罪機センターニュース

L: カ‘‘メン ニ リストシ2.")リヨク

J: J PR ニシ2."Jリヨク

R: フアイル ラ リリ-7'
(;; カタ o?• ト、ウサ

図 l メニュー画面
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}-⑥ 
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① ファイル／カタログ名の先頭であることを示します。

② サプコマンド入カエリア

③ ファイル／カタログ名

④ ＊印のついたものはカタログ名です。

⑤ ファイル／カタログ名のリストはここで終ることを示します。

⑥ サプコマンドの一覧

［備考］

・サプコマンドの入力は、 圧匝囚亘lキーと且旦囚亘］キーを使い、カーソルを目的のファ

イル／カタログ名の前にあるサプコマンド入カエリアに移動させて行います。

• ファイル／カタログ名のリストが 1画面で表示しきれない場合 (1画面最大 72個）、

次の画面を表示させたいときには［□ キーを入力します。また、 1画面手前の画面を表

示させたいときには□□ キーを入力します。

なお［□ キー及び□□キーを入力したときに、サブコマンド入カエリアにサブコマ

ンドが指定されていても、そのサプコマンドは無視されます。

4. サプコマンド

4.1. 0 (オールド）サプコマンド

このサブコマンドは表示されているファイル／カタログ名のリストの中から、目的のファイ

ルをカレントファイルに呼び出すもので、 OLDコマンドと同じ機能を持っています。

4.2. L (リスト）サブコマンド

このサプコマンドは表示されているファイル／カタログ名のリストの中から、目的のファイ

ルの内容を画面にリスト出力するもので、 I、ISTコマンドと同じ機能を持っています。

リスト出力後もしくはプレークによる中断後、

* PLEASE HIT RETURN-KEY 

のメッセージが出力されます。ここでキャリッジリターンを入力すると、 Lサブコマンド入力

時のメニュー画面が表示されます。

4.3. R (リリース）サプコマンド

このサブコマンドは表示されているファイル／カタログ名のリストの中から、目的のファイ
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ルをリリース（消去）するもので、 RELEASEコマンドと同じ機能を持っています。

サプコマンド入力後、指定されたファイル名が表示され続いて

コノ ファイルヲ リリース シマスカ ? (YES/NO) 

のメッセージが表示されます。ここで "YES"と入力すると指定されたファイルが、ファイル

システムから消去され、 "NO"もしくはキャリッジリターンのみの入力の場合はファイルは消

去されません。なおファイルが消去されたときには、

FILE RELEASEDーファイル名

の表示があります。

指定した最後のファイルに対する問答が終わると、 $FMENUコマンド入力直後に表示され

たメニュー画面（リリースされたファイルはリストされない）が表示されます。

例 1 Rサブコマンドの使用例

LIST OF CATALOG oc3 ON 02/12/85 AT 14:09:22 

＂且”

＊＊ 
＊＊ 

＊＊ 
*＊ 

＊＊ 
*LR* 

*DCI* 
*ITJ2* 

*SONL* 
*CSIT* 

*DDSu* 
＊＊＊ 

/DC3/FRC01 

＂ロ*＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊ 
＊ 

D 
DN 

AE 
E 

H* 
*RL* 

*p1c* 
*SOJ* 

*SCT* 
*CRo* 

*DFS* 
＊＊ 

＊ 

① 

コ） 7アイル ラ リリース シマスカ ? (YES/NO) 

FILE RELEASED-FRC01 

/DC3/FRC02 
コノ ファイル ラ リリースシマスカ ? (YES/NO) 

/DC3/PRIN 
コ） 7アイル ヲ リリー7-. :)マスカ ? (YES/NO) 

FILE RELEASED-PRIN 

言[/
〕OF

＊ 

YES } 

NO 

叫
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＊＊ 
＊＊ 

＊＊ 
＊＊ 

＊＊ 
＊＊ 

*ER* 
*＞N2* 

*AIL* 
*SRT* 

*DPu* 
＊＊ 

＊＊ 
＊＊ 

＊＊ 
＊＊ 

*＊ 
*＊ 

＊＊ 
＊＊ 

＊＊ 
＊ 

＊ 
＊ 

② 

③ 

④ 

⑤ 
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① 消去しようとするファイルのサブコマンド入カエリアに"'R"'を入力し、キャリッジリタ

ーンを押下するとメニュー画面が消える。

② システムからファイル名を表示した後、消去するか否かの確認をして来たので、 "'YES"'

と入力。

⑧ システムから "FRCOl"という名のファイルを消去したことを考えてくる。

④ 2個目に指定したファイル "FRC02"は、消去してはならないことに気付き、 "'NO"'

を入力する。

⑤ 最後に指定したファイルを、②，③と同じ操作で消去する。

4.4. P (LP出力）コマンド

このサブコマンドは表示されているファイル／カタログ名のリストの中から、目的のファイ

ルをセンターのラインプリンタに出力するもので、サプコマンドの入力後は指定したファイル

を出カファイルとする $FPRINTコマンドの処理になり、コマンドは終了します。

4.5 J(JPR出力）コマンド

このサブコマンドは表示されているファイル／カタログ名のリストの中から、目的のファイ

ルをセンターの日本語ページプリンタ (JPR)に出力するもので、サプコマンド入力後は指定

したファイルを出カファイルとする $FPRIJコマンドの処理になり、 $FMENUコマンドの処

理および操作は終了します。

4.6. C (カタログ）サプコマンド

このサプコマンドに限り、カタログ名に対して指定します。

指定したカタログ名（先頭に＊印のついたもの）に属する、ファイル／カタログを対象とし

たメニュー画面が表示されます。

4. 7. Z (属性リスト）サプコマンド

このサプコマンドは表示されているファイル／カタログ名のリストの中から、目的のファイ

ルの属性情報（作成日、最終変更日時、最大容最、現在容量•••…等）を画面に表示させるもの

です。

サプコマンド入力後、目的のファイルの属性情報が画面に表示された後、

* PLEASE HIT RETURN-KEY 
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のメッセージが出力されます。ここでキャリッジリターンを入力すると、 Zサブコマンド入力

時のメニュー画面が表示されます。

例 2 Cサブコマンドと Zサプコマンドの使用例
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メニュー画面で "DCSID"というカタログに対して Cサブコマンドを入力

↓ 

******************************HEAD OF TALOG**************************** 

□ ば応 日ば名3 竺 DATA。 口 DATA1

******************************* END OF CATALOG**************************** 

カタログ名 "DCSID"に屈するファイルを対象としたメニュー画面で、 "DATA3" という

ファイルに対してZサブコマンドを入力

↓ 

FILE NAME-DATA3 

ORIGINATORーカダイバンゴウ

DATE CREATED-021885 

DATE CHANGED-021885(11:29:33) 

LAST DATE ACCESSED-021885 

NUMBER Of ACCESSES-1 

MAX FILE SIZE-300 LLINKS 

CURRENT FILE S!ZE-15 LLINKS 

FILE TYPE-LINKED 

DEVICE-OK4 

GENERAL PERMISSIONS-NONE 

SPECIFIC PERMISSIONS-NONE 

• PLEASE HIT RETURN-KEY 

ファイル名 "DATA3"の属性情報が画面に表示された後、＊印以下のメッセージが出力され、

キャリッジリターンの入力により Zサブコマンドの入力時のメニュー画面が表示されます。

↓ 

******************************HEAD OF TALOG**************************** □ AAA1 日AAA2 巳 DATA。口 DATA1

DATA2 DATA3 

******************************* END OF CATALOG**************************** 
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5. サプコマンドの指定に関する注意・補足事項

• O,L,R,P,J,Zの各サプコマンドはファイルに対しての指定のみ有効で、カタログ（先

頭に＊印のついたもの）に対する指定は無効です。

• Cサブコマンドはカタログ（先頭に＊印のついたもの）に対しての指定のみ有効で、ファイ

ルに対しての指定は無効です。

1つのメニュー画面に対するサプコマンドの指定は、 1種類のみでCサブコマンド以外のサ

ブコマンドは、同時に 5つまでのファイルを指定できます。 (Cサプコマンドは 1つのみ）

なお、同時に数種類のサプコマンドを指定した時は、メニュー画面の先頭（最上段の左• 以

後優先順位は左→右、上→下）に最も近い所にするサプコマンドが有効で、それ以外のサブコ

マンドの指定は無効です。
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